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コメント１：半田知雄の移民絵画
―記録と郷愁の狭間―
ソアレス　モッタ　フェリッペ　アウグスト
Ⅰ．半田知雄とは
日本学大学院のモッタと申します。発表の機会を頂きましてありがとうございます。佐
藤先生、高嶺先生のご講演に対するコメントとして、ブラジル日本移民画家、半田知雄が、
初期ブラジル日本移民の生活を題材に描いた≪移民絵画≫についてお話してみたいと思い
ます。発表の題目を「半田知雄の移民絵画――記録と郷愁の狭間」とさせて頂いております。
それでは、まず、半田知雄について簡単にご紹介したいと思います。
半田知雄は、1906年、青森県に生まれました。父親は知雄の実母と離縁になり、再婚し、
栃木県の宇都宮市で小学校の体育教師をしていました。1917年、半田一家は海外へ出る
大きな決意をして、契約労働移民としてブラジルに渡ります。その当時の家族構成は父親
を頭に、知雄の継母、弟、それから移住規定を満たすために家族構成員として一家に付い
た叔母です。
１ヶ月にも及ぶ長い航海の末、一家はサントス港に着き、サンパウロ市の移民収容所に
送られます。サンパウロ市発の列車が移民を耕地まで運ぶのですが、その列車の車窓から
半田知雄ははじめてコーヒー農園の光景を見たに違いありません。半田知雄とその家族は、
戦前移民が辿った典型的な道のりを歩みました。つまり、コロノと呼ばれる契約労働移民
として家族単位でブラジルに渡りコーヒー農園に送り込まれ、新開地の開墾、それからコー
ヒーの豆が出荷されるまでの全ての過程において従事しました。11歳の時にブラジルに
渡った半田知雄、自分の少年・青年時代をコーヒーの木々に囲まれ過ごし、自分の家族と
同じように農作業に携わる移民たちをたくさん見たはずです。15歳から18歳まで一旦単
独でサンパウロ市で生活するものの、半田は11歳から21歳まで農村で過ごし、その経験
は後ほどの彼の思想に深い影響を及ぼしたと考えられます。
ブラジル日本移民史研究において、半田知雄の存在は大きいです。まず、在野の移民史
研究家、または「コロニア」と戦後から一般的に呼ばれる日系社会をテーマにした評論活
動で有名です。その活動は戦前に発端を持ち、半田が1930年代初頭から日本語新聞や日
本語雑誌においてブラジル日系社会の諸側面を鋭意な観察で論述する文章を発表します。
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もう一つ大事なのは、戦前から半田知雄が日系社会の知識人グループと知己を持ち、その
時期から移住の意義、南米における日本民族の存亡、ブラジルにおける新しい文化の創造、
日本語教育の必要性など、重要な問題を考えていたことです。
執筆家・評論家としての活動を続ける一方、半田は常に自分のことをまず絵描きと認識
していました。1935年、日系社会の初の美術団体、サンパウロ美術研究会の創設に加わり、
1960年代半ばまでその幹部に残ります。「聖美会」と通称されるその団体が次世代の日系
人芸術家に及ぼした影響も著しいです。
画家としての彼に対する評価ですが、半田知雄を移民の姿しか描いていない作家として
語るのは早計だと思います。1930年代に画業の道を歩むことを決意した半田は、洋画の
勉強に勤しみ、時期によって画風が変化してゆくことが分かります。題材として、ブラジ
ルの大自然や農村の風景がよく取り上げられますが、ヌード、静止画、風景画、人物画な
ど、テーマと題材の幅が実に広いです。但し、半田知雄の名前が取り上げられる度に、決
まって「移民画家」という称号が付いて回ります。わたくしから見れば、その称号が半田
に対して付けられる理由は二つあります。一つ目は、半田知雄自身も移民であり、繰り返
してその移民としての経験を取り上げているからです。もう一つは、半田知雄によって描
かれた移民の生活を題材にした作品群が非常に有名であり、ブラジル日本移民という社会
現象の一般的なイメージとして定型化されてきたからです。本日はそれらの作品群を中心
にお話をしたいと思います。
移民としてブラジルに渡り、そのあと絵描きになった人は、日本移民だけではなく、他
の移民集団の中でも多いです。その中、移民の姿を描いている作家もいるかもしれません。
ただし、半田知雄ほどに、完成されたシリーズとして移民の生活の諸場面を描きあげ、そ
の社会集団から高い知名度を獲得した作家は、少なくともブラジルにおいてはいないで
しょう。わたくしは半田知雄のその作品群を≪移民絵画≫と呼んでいます。
≪移民絵画≫たるものの定義は多少ややこしい問題ですが、便宜上、移民の生活・生活圏
を題材にした農村風景や移民の労働・憩いの姿を捉えた絵画作品であるとさせてもらいた
いです。それらの作品は、半田知雄が生涯にわたって描いたものではありません。決めら
れた時期に制作され、ほぼその全体が一箇所に集められ、今でも展示されているのも重要
なポイントだと思います。≪移民絵画≫―実はそのシリーズの正式名称は≪ブラジル移民
の生活≫ですが―は戦時中、日本移民が「敵性国民」と見なされ、ブラジル政府から厳し
い規制を強いられる時期に、写生旅行に行けなくなった半田が少年時代の記憶を頼りに自
分の工房に閉じ篭り制作したと言われています。それら作品のほぼ全点は後ほど刊行され
た半田知雄の唯一の画集に収録されますが、その際に、サンパウロ人文科学研究所の会員
で、半田知雄のよき理解者であった宮尾進が序文を書いています。宮尾が次のように言っ
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ています：
　「（前略）第二次大戦中、ブラジル敵国人となった日本移民は、いろいろと圧迫を受
け、風景画を主とする半田さんは、そとへ出て写生することもかなわなかった、とい
うことです。そんな時、半田さんは画室で、ケント紙や板などに、“移民の生活”の
姿を数多く描き続けられました。戦後長い間、その描きためられた絵は、丸められた
ままアトリエの片隅におかれていたのですが、これこそブラジルの日本移民の貴重な
資料ということで、私たちの研究所がプロモーターとなり、資金を集め、きれいに裏
うちをし、額ブチをつけ、サンパウロにある「日本移民史料館」に寄贈していただき
ました。」（宮尾進『移民の生活―半田知雄画文集』「序」）。
Ⅱ．≪移民絵画≫が制作される時代背景
では、≪移民絵画≫が制作されるまでの道程は、どのようなものだったのでしょうか。
1908年に始まった日本移民は、1930年代初頭になるとその性格を変えつつありました。
最初は契約労働移民としてコーヒー農園で働くために渡った移民の時代はもう終焉を告げ
ていました。コーヒー価格の暴落や、単一栽培（コーヒーのモノカルチャー）からの脱却、
栽培の多様化は、農村風景を大きく変貌させつつありました。要するに、ブラジル日本移
民も次の時期である小作農、または移民の集住地の形成という段階に入りつつありました。
思想的・時代的な面からみれば、1930年代のヴァルガス政権が敷く国家主義的な法令
により移民に同化政策が迫られ、黄禍論が声高く叫ばれる時期でもあります。この時期に
も移民の入国数を制限する法律が批准されます。日本から断たれた移民たちは、日本の帝
国主義思想と、それからブラジルの国家主義政策の狭間に立たされました。
契約労働移民の存在がもはや一般的ではなかったころに、しかも写生旅行を禁じられた
時期に、半田知雄が≪移民絵画≫の制作に取り掛かります。それら作品に描かれている登
場人物は多く戦前初期日本移民であり、コーヒー農園を生活空間としていました。
もう一つの重要なポイントは、≪移民絵画≫には、半田知雄の少年時代の想い出が織り
込まれていることです。今日は詳しい話をできないのですが、少年時代を巡る半田の記述
について調べたことがあり、彼は実に数回にわたって自分の少年時代の思い出を文章化し
ていることが分かりました。彼がどれほどその経験に思想的価値を見出していたかを感じ
させる行為です。
≪移民絵画≫のもう一つの特徴は、一農年期の移り変わりを感じさせる作品間の連続
性・関連性です。後ほどご紹介する作品にもそれが確認できますが、コーヒー農園という生
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産現場で行われる労働に沿って季節の移り変わりが描かれていると思います。しかし、その
季節の変化をそこだけで片付けるのはあまりにも単純化しすぎるのかもしれません。≪移
民絵画≫には、初期移民の生活様式を記録するという役割も確かにありましたが、季節の
変化は時間の経過、または移民の行動により変貌を遂げる風景を表現していると思います。
20世紀初頭のサンパウロ州の風景は実に変化に富んでいます。19世紀半ばから本格的に
なったコーヒーの生産と輸出は、20世紀の初めにその隆盛を極めていました。大量に生産
されたコーヒーを運ぶための鉄道の敷設、北西地方に拡大されていくコーヒー栽培の前線、
新開地の開拓作業、主たる労働力として受け入れられる多くの国の移民。およそ40年間
にわたって激しい変化が起こりました。常に日常生活に着眼するという姿勢を崩さずに、
半田知雄は戦時中に、不可視化されつつあった初期移民の姿を描きとめようとしました。
こちらは戦前当時のサンパウロ州と路線の地図です（注１）。1989年の大城立裕の小説
『ノロエステ鉄道』でも確認できるように、日本移民の流入は路線に沿って行われました。
なお、それらの路線はコーヒーの生産量を運搬するために敷設されたわけです。
この地図では、サンパウロ州の森林被覆状況を年代毎に確認できます。19世紀半ば、
州の面積の大半を覆っていた森林が、20世紀半ばに殆ど伐採されているのが分かります。
言うまでもなく、コーヒー栽培の拡大に伴う新開地の開墾によるものです。19世紀末か
ら20世紀初頭に行われた開拓の凄まじさが伝わると思います。
Ⅲ．移民の姿を描きとめて ― ≪移民絵画≫で描かれる日本移民
それでは、これからは半田知雄が描いた≪移民絵画≫のうち数点を一緒に観たいと思い
ます。まず、1958年に完成されたこの≪コーヒー採取－もぎ取り≫という作品です。登
場人物の顔が描かれておらず、これといった日本人移民である特徴は一目に見当たりませ
ん。その問題に関しては、後ほど述べます。場面はコーヒー農園です。老若男女の登場人
物はコーヒーの樹を囲み、手でその実をもぎ取ります。画面の三分の一にもおよぶ褐色の
赤土は、移民文学でもよく取り上げられる、赤土の偉大さかつ猛威を物語ります。服装は
洋服で、日除けのための帽子や頭に巻かれた布などは、農作業にあった服装であることを
伝えます。
もぎ取りという作業は半田の文章にもよく描かれる情景です。先に申し上げたとおりに、
半田は繰り返して自分の少年時代の記述に立ち戻り、反復的にそれを記述しています。そ
の作業の光景は、こちらの写真でも見られます。高い樹の梢に成った実を落とすために、
コーヒーの樹に梯子が凭れているのは前の作品と同様で、こちらでもその作業は体の軽い
子どもに任されています。
この写真では、日本人の女の子が実をもぎ取っている姿が写っています。背景に熊の手
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を彷彿させる農耕器具を使って地面をかき回している人物は、≪かき集め≫という作業の
途中のようです。
≪コーヒー採取－かき集め≫です。こちらの作品は前作の続きで、コーヒー農園での基
礎的な作業を描いた作品４点の構成部分です。ご覧の通り、制作年号は1952年になって
います。こちらはあくまでも推測ですが、おそらく戦時中に考案され、描き出された作品
は長い間、工房の隅っこに眠り、年号を異にして仕上げられたのではないかと思われます。
こちらの二つの写真でもその作業が写っています。
≪コーヒー採取－ふるい分け≫という作品です。こちらは1941年の作品で、やや完成
が早かったといえます。いったん落とされたコーヒーの実に葉っぱや小石などが混じり、
それを分けるために篩にかけ、高く放り上げる作業です。繰り返して述べますが、文献に
もよく出てきます。こちらはその風景です。
次の作品３点はざっと観たいと思います。三つにも、家族の憩いの姿が描かれています。
最初は≪一家休憩≫。２番目は≪播きつけどき≫。それから≪食後の休憩≫です。短時
間だけでこの３点の作品が帯びる複雑な意味合いを論じることは不可能ですが、せめて登
場人物について少し述べたいと思います。最初に、家族単位で描かれているのは大事なポ
イントだと思います。家族が描かれることは、戦前初期移民の移住形態を表しているのは
言うまでに及びません。３点にも中心的に女性、しかもマドンナ像・聖母マリアを連想さ
せる赤ん坊を抱えた女性が描かれているのは興味深いです。切り株などに代表される、背
景に表象されている開拓地、つまり新しく開墾され、変貌しつつ・進歩しつつある風景と
歩を合わせながら、ブラジルに渡った日本移民の次の世代へ移る過程もここで言及されて
いると思われます。また、登場人物の描き方についてですが、輪郭線がはっきりと描かれ
ており、「吊り目」が強調されている以外に、日本民族のこれといった身体的な特徴はあ
まりないように見えます。実際に、日焼けした浅黒い肌をした男女を、一見で日本移民と
識別するのは難しいのかもしれません。
Ⅳ．≪移民絵画≫の再考のために
やや唐突な紹介になったと思いますが、次は半田によって描かれた≪移民絵画≫がどう
いう風に受容されてきたかについて簡単に述べたいと思います。先に申し上げたとおりに、
≪移民絵画≫のほとんどはまとめて「ブラジル日本移民史料館」に寄贈され、数回にわ
たって展示されてきました。今でも史料館がそれらの作品を所蔵、展示しております。
興味深いことに、半田の≪移民絵画≫はブラジル日本移民の普遍的なイメージとして受
容されてきました。その現象は、繰り返して移民文献に言及され掲載され、または写真集、
専門書、インターネットのウエブサイトなどの多数のメディアに上げられる頻度からも確
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認できます。
こちらは近年に刊行されたブラジル日本移民を巡る専門書の表紙を掲げたスライドで
す。ご覧のとおり、≪移民絵画≫がその表紙を飾っています。（注２）
≪移民絵画≫を単なる「初期移民の生活光景の記録」として論じるのはやや単純化しすぎ
ると思います。その側面はもちろんあると思いますが、残念がら今までその点だけが強調さ
れてきました。それでは、≪移民絵画≫を改めて考えるには、どうすればいいでしょうか。
まず、半田知雄の思想においてその位置づけをするべきだと思います。こちらは、いわ
ゆる作家論の観点からの見解ですが、わたくしはこういう風に思っています。移民史料館
の創設を強く訴え、それに奔走した半田知雄は、ブラジル日本移民をめぐる物質的文化に
加え、文章を通して度々その歴史を綴りました。そのもう一つの表象として、≪移民絵画≫
があり、その中には文章や物質が捉え切れていないものも含まれていると思います。この
三つの異なる表象の共通点と相違点を確認し、重ね合わせる必要があると思います。つま
り、移民の姿と足跡を自分の生涯のテーマにした半田知雄の思想を捉えるには、自己の移
民としての経験から生じる「郷愁」、それから画家・移民史研究家として彼が訴えた「記録」
の必要性の交叉点を重要視すべきだと思います。
なお、≪移民絵画≫が、ブラジル日本移民史の大きな流れの中でどういう風に受容され
てきたかという問題も重要だと思います。時代的・空間的に限定された経験を基に制作さ
れたそれらの作品は、ブラジル日本移民という社会現象の普遍的な表象として捉えられて
来たのも事実です。≪移民絵画≫を、ブラジル日本移民という社会現象の全貌を代表する
視覚表象として認識される過程と、そこから排除される人物やモノを見る必要もあると思
われます。
最後ですが、本日の集いの大きなキーワードの一つが「郷愁」なので、その概念につい
て一言を述べたいです。移民の話がされる度に、「郷愁」という単語が頻出されます。移
民が書いた文学、散文、韻文などでは、失われた故郷、断絶された古里との関係が繰り返
して言及されます。但し、≪移民絵画≫において郷愁―ノスタルジー―の念が入っている
とすれば、それは祖国日本に対するものでありません。初期日本移民が共有経験としてもっ
ている農作業の風景に対するものです。戦時中に、かつて移民として辿った道を顧み、そ
の共有経験を活かして描かれた≪移民絵画≫ですが、その中に表象されている史的過程は、
移民と郷愁の問題の再考を促します。やはり、移民と郷愁の問題を、今までと同じ枠組み
の中で議論し続けてもいいでしょうか。
先生方のご講演のコメントのつもりで、結局自分の研究対象と視覚表象の話だけになっ
てしまった感がありますが、わたくしの発言を以上とさせて頂きます。ご清聴ありがとう
ございました。
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半田知雄　絵画作品（言及された順番に）
１．≪コーヒー採取－もぎ取り≫　油彩画　30号　1958年．
２．≪コーヒー採取－かき集め≫　油彩画　100号　1952年．
コメント１：半田知雄の移民絵画（ソアレス　モッタ　フェリッペ　アウグスト）
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３．≪コーヒー採取－ふるいわけ≫　油彩画　15号　1941年．
４．≪一家休憩≫　油彩画　100号　制作年不明．
コメント１：半田知雄の移民絵画（ソアレス　モッタ　フェリッペ　アウグスト）
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５．≪播きつけどき≫　油彩画　12号　制作年不明．
６．≪食後の休憩≫　油彩画　15号　1943年．
コメント１：半田知雄の移民絵画（ソアレス　モッタ　フェリッペ　アウグスト）
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注：
１）文章中に言及された地図は以下の通りです：
　　「サンパウロ州主要鉄道線」（移民八十年史編纂委員会『ブラジル日本移民八十年史』　1991
年　57頁）
　　ReconstituiçãodaCoberturaFlorestaldoEstadodeSãoPaulo「サンパウロ州森林被覆状況」
（移民八十年史編纂委員会　前掲書　61頁）
２）文章中に言及された、≪移民絵画≫が表紙を飾っている専門書は以下の通りです：
　　MOTOYAMA,Shozo,“SoboSignodoSolLevante”,Paolo’s　SãoPaulo2011.
　　細川周平『日系ブラジル移民文学』みすず書房　2008．
　　細川周平『遠きにありてつくるもの』みすず書房　2012．
３）なお、文章中に言及された写真史料は多数の出典のものを借用しました。
参考文献：
移民八十年史編纂委員会『ブラジル日本移民八十年史』1991年．
細川周平『日系ブラジル文学Ⅰ・Ⅱ』みすず書房　2012年・2013年．
田中慎二『移民画家　半田知雄その生涯』サンパウロ人文科学研究所　2013年．
佐藤守弘『トポグラフィの日本近代　江戸泥絵・横浜写真・芸術写真』視覚文化叢書３　青弓社
2011年．
鈴木正威『鈴木悌一　ブラジル日系社会に生きた鬼才の生涯』サンパウロ人文科学研究所　2007
年．
ソアレス　モッタ「半田知雄著『移民の生活の歴史』の成立を巡る一考察」『日本学報』第32号
　大阪大学院文学研究科日本学研究室　2013年３月．
ソアレス　モッタ「半田知雄における移民のなやみ―ブラジル日系社会史の語りと移民の戦争経
験を中心に―」『待兼山論叢　日本学篇』第47号　2013年12月．
半田知雄「今こそ移民の文化的足跡を」『研究レポート　Ⅳ』　サンパウロ人文科学研究所　1969
年．
半田知雄『移民の生活の歴史』家の光協会　1970年．
半田知雄『ブラジル移民の生活』無明舎　1986年．
ブラジル日本移民百周年記念協会『ブラジル日本移民百年史』第一巻　2012年．
 （ソアレス　モッタ　フェリッペ　アウグスト　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程）
